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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

弊社の経営理念「きれいな空 きれいな水 ゆたかな心」は、SDGs の達成と目的を同じくするもので

あり、社員一人ひとりがそのことを理解・自覚して行動し、各社員が役割を果たすことで SDGs の達成

に貢献します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

経済 

・九電節電プログラムによる電力使用量の削減 

・環境に配慮した事業活動の推進 

・デジタル化の推進 

・電力・燃料使用量の 3％削減 

・紙ﾘｻｲｸﾙ：目標 240kg 

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ推進の機器の導入 

電力 10％・燃料 26％削減 

紙ﾘｻｲｸﾙ量 530kg 

次世代ﾓﾆﾀ MAXHUBの導入 

環境 

社会 

☐経済 

・地域イベント・社会貢献活動への継続参加 

 

・社内外に対して SDGsに関する教育機会の創出 

・寄附活動による地域支援

活動：年 1 回以上 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への参加：

年 2 回以上 

2023 年肝付町への寄付 

2025 年霧島市と与論町にて

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動実施 

☐環境 

社会 

経済 

・労働生産性の向上 

 

・地元人材の積極的な採用を行う 

・長時間労働労働を減らす 

・有給取得 5 日以上を目指す 

・積極的な採用を行う： 

毎年新規採用 1 名以上 

労働時間前年対比 950H削減 

有給取得率 9.8 日 

2023 年：2 名、2024 年：1 名採用 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

電力使用量や燃料使用量の削減については計画した目標を大幅に上回る削減が出来た。またリサイクルへの意識も

高まり、全社的に環境に配慮した活動が推進出来ている。 

地域貢献やボランティア参加のほか、労働時間の削減や有給取得についても大幅な改善が出来、効果的な運用が行

われている。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

・九電節電プログラムによる電力使用量の削減 

・環境に配慮した事業活動の推進 

・デジタル化の推進 

電力使用量・燃料使用量の 3％削減 

紙ﾘｻｲｸﾙの実施：670kg 

工事用ツールの導入 

環境 

社会 

☐経済 

・地域イベント・社会貢献活動への継続参加 

 

・中高生に向けた進学・就職の支援活動 

寄附活動による地域支援活動：年 1 回 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への参加：年 1 回 

進学・就職応援フェア等への参加：年 1 回 

環境 

社会 

経済 

・労働生産性の向上 

 

・職場内環境改善活動によるｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄの向上 

長時間労働の前年比 200H削減 

有給取得 7 日以上 

環境改善活動：年 1 回以上 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 
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＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

鹿児島銀行からの支援を受けて作成した SDGs 宣言書を元に「製品・サービス」、「環境」、「人権・労働」、「社会貢献・

地域貢献」の 4 分野の推進。 

同行「かぎん SDGs 推進私募債」を活用し、環境整備に寄与した活動の充実。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


